
 第103回例会

2025年7⽉26⽇(⼟)
14:00〜16:0０

場所:早稲⽥⼤学早稲⽥キャンパス22号館601教室
実践提供者：梁 梨花（やん りふぁ）

（公⽴中学校 国語科教員/慶應SFC博⼠課程院⽣）

遊ぶヴィゴツキーとアリスin
早稲⽥（わんだ〜）ランド

定員先着20名

　ロイス・ホルツマンの「遊ぶヴィゴツキー」の理論に学びながら、
公立中学校の「国語科」の「古典」や「民話」、「世界文学」を題材
にした演劇的創造の授業実践事例について意見を交流する会です。
テーマは～「異世界」を想像する～。
　ことばとアート、演劇教育やプレイフル・ラーニング、単元学習、
国語科教育や、「国語教育」と「日本語教育」の境界、「共生」に
関心のある方、ぜひ、昼下がりの早稲田大学に集まり、想像と創造の
世界で遊びませんか？例会後、自由参加のお茶会ありです☕

５年ぶりの対面だけの
開催です

お問い合わせ：⾔語⽂化教育研究学会企画委員会
（project@alce.jp）

こちらから要申し込み→ 参加費無料
⾮会員参加可

https://www.shin-yo-sha.co.jp/book/b455599.html
https://forms.gle/fPoBf84bHDF5xyvY6

